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はじめに

　こんにちは。
　この本を手にとったあなたは、Ｃ言語とどのような関わりをおもちでしょうか。基礎
の学習段階でしょうか、それともプロの立場で利用しているのでしょうか。
　さて、すっかり定着した感のあるＣ言語ですが、きちんと理解しないまま、何となく、
見よう見まねでプログラムを組んでいる人が多いように感じられます。
　本書は、Ｃ言語に馴染みがある方を対象に、ポインタという視点からＣ言語を広く深
く解説しています。全編が問答形式ですから、やさしくしかも楽しく読み進めることが
できるでしょう。
　ポインタの基礎から応用までのすべてを徹底的に学習できるように、コラムや演習問
題の解答なども含め、245編のプログラムリスト、182点の図表を示しています。
　ですから、初心者ならばポインタを理解し征服して中級者にステップアップするため

あいまい
の架け橋として、中級者ならば曖昧な知識を克服してより理解を深めるために、さらに
上級者ならばＣ言語の細かい文法規則なども含めてより正確な知識を習得するために本
書が役に立つでしょう。また、Ｃ言語の指導をされている方であれば、例題プログラム
や図などを含めて本書の解説手法が参考になるでしょう。
　本書は、難関といわれるポインタを学習するための《秘伝》を伝授するものであり、

・ ・ ・
決してＣ言語の“入門書”ではありません。というのも、“入門書”とはその道をこれか
・
ら歩もうとする人々に対して、その道の全体像や広さや深さを示すべきものであるから
です。本書を読み進めるには、少しばかりですがＣ言語の知識が必要です。
　本書の第１版は、ANSI/ISO/JISの規格が制定される以前に執筆し、その内容を先
取りする形で出版いたしました。各方面から御好評をいただくとともに、情報処理技術
者試験の標準カリキュラム作成の参考にもされました。また、平成13年には、本書を含
めた私のＣ言語テキストの業績に対して、（社）日本工学教育協会から著作賞をいただき
ました。
　今回の改訂では、これまでに蓄積した膨大なＣ言語指導の経験や、学生や読者の方々
からの御意見や御質問などを参考にするとともに、Ｃ言語教育のあり方に関する研究成
果を活かし、第１版のコンセプトはそのままに、まったくゼロから書き直しました。プ
ログラムリストや図表を大幅に増やし、用語もJISに統一いたしました。
　Ｃ言語を愛する者として、本書が一人でも多くの方の正しいＣ言語学習の手助けとな
ることを希望いたします。
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